
～未来を拓く「大人になるための学校」：感謝の心で「あいさつ・返事・あとしまつ」夢・希望～
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勉強・友達・健康「一動一進」 西原町立西原東中学校 校長

自立貢献 仲間と磨き、熱中・夢中・東中

２

月
８
日
「
３
学
年
夢
プ

ロ

ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会
」
が

行
わ
れ

ま
し
た
。
生
徒
達
は

自
分
達
で
楽
し
み
成
長
し
よ

う
と
の
工
夫
と
努
力
を
惜
し

み
ま
せ
ん
。
先
生
方
曰
く
「
大

人
は
要
ら
な
い
ほ
ど
」
の
運

営
ぶ
り

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

２
月
１
日
、
朝
学
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
既
習
事
項
の

定
着
を
確
認
し
、
次
年
度
の

学
習
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が

目
的
で
、
全
学
年
で
取
り
組

み
ま
す
。
受
験
前
の
三
年
生

は
当
然
な
が
ら
真
剣
な
眼
差

し
。
指
導
、
支
援
に
当
た
る

先

生

方

の

熱

も

感

じ

ま

し

た
。

１
月

日
一
学
年
社
会
貢
献
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学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ミ

拾
い
で
社
会
貢
献
を
学
び
ま
し

た
。
事
後
の
感
想
で
は
「
ゴ
ミ

の
多
さ
に
び
っ
く
り
」
「
こ
ん
な

機
会
も
っ
と
あ
る
と
い
い
な
」

な
ど
の
前
向
き
な
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
保
護
者
の
見
守
り
協

力
と
沖
縄
ク
リ
ー
ド
様
に
は
集

会
場
の
借
用
等
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
感
謝
致
し
ま
す
。

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
募
金
の
趣
旨
を
確
認
す
る

な
ど
、
助
け
合
い
の
精
神
を
育

む
事
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

１
月

日
、
沖
縄
県
キ
ャ
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リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を

招
き
し
て
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１
学

年
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
職
場
体
験
学
習
の
代
替

え
学
習
で
す
。
各
学
級
に
入

っ
た
講
師
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
、

実
習
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

生
涯
獲
得
資
産
の
お
話
で

は
億
単
位
の
金
額
の
話
題
が

あ
っ
た
り
、
自
分
が
ど
ん
な

職
業
に
向
い
て
い
る
か
を
知

る
活
動
が
あ
っ
た
り
と
、
生

徒
達
は
興
味
を
持
っ
て
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
ま
し
た
。
大

人
で
も
聞
き
入
っ
て
し
ま
う

様
な
内
容
で
し
た
。

た
「
協
働
の
精
神
」
と
、
公

共
に
対
す
る
よ
り
良
い
考
え

方
の
育
成
を
、
保
護
者
の
皆

様
と
連
携
し
て
、
で
き
る
と

い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
月

日
、
卒
業
式
に
向
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け
た
合
唱
の
練
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
去
る
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
の
感
動
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。
卒
業
生
の
歌
に
は

三
年
生
み
ん
な
の
思
い
が
詰

ま
っ
た
自
作
の
歌
詞
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

先
輩
に
学
ぶ
進
路
学
習
会

２
月

日
、
推
薦
入
学
内

15

定
の
三
年
生
が
１
年
生
に
向

け
て
受
検
や
日
頃
の
学
習
に

つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

「
先
輩
に
学
ぶ
進
路
学
習
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
身
の

体
験
や
実
践
、
勉
強
に
つ
い

て
の
提
案
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
画
像
な
ど
と
共

に
熱
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
年
生
は
真
剣
に
聞
い
て
メ

モ
で
記
録
し
ま
す
。
語
り
手

受
け
手
が
互
い
を
高
め
合
っ

て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

２
月

日
、
う
っ
て
つ
け
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の
天
候
と
多
く
の
保
護
者
の

参
加
の
下
、
一
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

親
子
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
敷
地
内
、
屋
外
の
主

に
除
草
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
指

示
を
待
つ
だ
け
で
な
く
作
業

の
目
的
を
理
解
し
、
自
ら
の

考
え
で
行
動
を
決
定
し
そ
の

達
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
お
か

げ
で
、
短
時
間
な
が
ら
も
効

率
の
良
い
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
作
業
は
卒
業
式
と

４
月
の
入
学
式
に
向
け
た
取

組
の
一
環
と
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。
美
化
作
業
を
通
し

赤
い
羽
根
共
同
募
金

２
月
９
日
、
募
金
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
委
員
会
前
会
長
３
年

意
識
春
花
さ
ん
等
が
中
心
と
な

っ
て
募
っ
た
「
赤
い
羽
根
共
同

募
金
」
で
す
。
総
額
一
八
二
九

九
円
が
西
原
町
社
会
福
祉
協
議

会
長

大
城
幸
哉

様
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
贈
呈
後
、
伊
敷
さ

ん
か
ら
は
「
み
ん
な
の
温
か
い

心
に
触
れ
て
涙
が
出
そ
う
に
な

っ
た
」
と
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

各
ご
家
庭
に
は
ご
負
担
を
お

２
月

日
。
図
書
購
入
費
寄
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付
に
伴
う
お

礼
と
記
念
品
贈
呈

の

た
め
に
お
隣
の
新
中
糖
産
業

様
へ
赴
き
ま
し
た

。
参
加
者
は

生
徒
会

図
書
委
員
会
の
役
員
と

学
校
の
関
係
職
員
。
代

表
取
締

役
社
長
上
原

様
か
ら
歓
迎
と
、

寄
贈
に
込
め
た
思
い
を
含
め
た

ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

会
の

進
行
は
２
年
生
外
間
樹

さ
ん
、
お
礼
の
言
葉
を

３
年
生

井
口
心
々

美
さ
ん
が
担
当
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
と
記
念

品
の
絵
に
込
め

て
立
派
に
お
礼

を
届
け
ま
し
た
。

３
月
３
、
４
日
の
県
立
高
校
入
試
、
６
日
の
卒
業
式
に
向
け

て
、
生
徒
と
先
生
方
の
取
組
が
校
内
で
熱
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

３
年
生
は
残
り
わ
ず
か
な
中
学
校
生
活
を
堪
能
す
べ
く
、
日
々

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
夢
と
希
望
に
向
け
て
有
終
の

美
を
飾
り
、
力
強
く
羽
ば
た
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　３ 水 県立高校入試　国・理・英

　４ 木 県立高校入試　社・数・面接

　６ 土 第３３回　卒業式

　８ 月 振替休業(3/6卒業式)

１０ 水 県立高校入試　合格発表

２３ 火 修了式　離任式

２４ 水 春休み

裏
面
に
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
大
会
で
の
生
徒
の
活
躍
、
表
彰
を
紹
介
。

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



生
徒
の
活
躍

中
学
生
人
権
啓
発

標
語
・
川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

主
催
：
那
覇
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

〈
標
語
部
門
〉

優
良
賞

三
年

小
川
莉
音

「
見
直
そ
う

そ
の
言
葉

考
え
よ
う

人
の
気
持
ち
」

佳
作

二
年

松
島
琉
緯

「
認
め
合
う

そ
宇
宙
の
よ
う
に

広
が
る
心
」

〈
川
柳
部
門
〉

優
秀
賞

三
年

大
城
勝
暉

「
人
権
を

み
ん
な
で
守
ろ
う

真
剣
に
」

優
良
賞

三
年

奥
濱
優
亜
良

「
考
え
た
？

あ
な
た
の
言
葉
の
重
大
さ
」

実
用
英
語
技
能
検
定

月
11

２
級

３
年

石
岡
青
彩

第

回
全
沖
縄
児
童
生
徒
書
き
初
め
展
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金
賞

３
年

根
川
あ
か
り

２
年

新
里
琴
美

銀
賞

２
年

我
如
古
紗
椰

呉
屋
花
音

銅
賞

１
年

平
山
義
大

宮
里
來
弥

桃
原
花
梨

２
年

勢
理
客
茉
那

城
間
陽

瀬
底
李
澪

大
城
佳
愛

與
儀
早
笑

浅
沼
琢
巳

３
年

比
嘉
可
南
江

令
和
２
年
度
中
頭
地
区
中
学
校

秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

月
10

準
優
勝

３
年

比
嘉
可
南
江

喜
屋
武
未
来

大
城
優
衣

新
垣
桃

根
川
あ
か
り

２
年

末
吉
和
奈

１
年

前
田
鈴
菜

令
和
２
年
度
県
中
学
校
新
人
卓
球
選
手
権
大
会

第

回
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会

１
月

22男
子
団
体
準
優
勝

２
年

久
高
将
大

阿
利
一
太

西
倉
舜

桃
原
弘
斗

１
年

顧
颯
留

第

回
中
頭
地
区
中
体
連

41新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

月
12

準
優
勝

男
子
団
体
の
部

２
年

浅
沼
琢
己

上
里
将
平

新
里
一
心

志
喜
屋
大
空

高
安
真
颯

武
本
一
馬

１
年

玉
城
潤

砂
川
巧
磨

３
位

男
子
個
人
代
表
の
部

２
年

上
里
将
平

浅
沼
琢
己

優
勝

男
子
個
人
１
年
の
部

玉
城
潤

砂
川
巧
磨

沖
縄
県
読
書
感
想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル

西
原
町
児
童
生
徒
入
賞
作
品
展

西
原
町
立
図
書
館

入選 「しょうが焼き」

３年 数田 和佳奈

入選 「カメラの中には」
２年 伊地知 未来

佳作 「別世界」

３年 与那嶺 亜美

佳作 「クリスマスの建物」
１年 佐久田 苺

佳作 「かわいいねこ」
３年 桃原 欄

☆

☆

☆

☆

平
素
よ
り
、
本
校
学
校
教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
第

回
卒
業
式
の
挙
行
に
あ
た
り
、
保
護
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者
、
関
係
者
の
皆
様
へ
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
学
校
生
活
の
最
後
を
締
め
く
く
る
「
卒
業
式
」
。

そ
れ
は
、
三
年
生
一
人
一
人
に
と
っ
て
自
身
が
主
役
と

な
る
最
も
重
要
な
儀
式
で
あ
り
ま
す
。

共
に
学
ん
だ
同
級
生
や
支
え
て
く
れ
た
保
護
者
や
先

生
方
と
こ
れ
ま
で
の
成
長
を
確
認
し
合
い
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
へ
の
躍
進
を
み
ん
な
が
喜
び
合
う
場
に
し
た
い
。

同
時
に
、
卒
業
生
一
人
一
人
が
喜
び
と
希
望
を
最
大
限

に
感
じ
ら
れ
る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本
校
で
は
卒
業
式
に
際
し

て
の
指
導
の
中
で
次
の
よ
う
な
思
い
を
生
徒
と
先
生
方

で
共
有
い
た
し
ま
す
。

卒
業
式
後
に
「
花
束
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
等
の
贈
り
物

が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
手
に
で
き
な
い
生
徒
が

き
っ
と
寂
し
い
思
い
を
抱
く
の
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
学
校
の
卒
業
式
で
は
贈
り
物
を
せ
ず
、
他

の
手
段
で
大
い
に
祝
福
を
し
よ
う
。

卒
業
式
の
そ
の
一
日
を
、
卒
業
生
全
員
、
一
人
一
人

．
．
．
．

が
喜
び
と
希
望
を
最
大
限
に
感
じ
、
感
動
と
共
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
、
関
係
者
の
皆
様
に

も
同
様
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佳作「たまごにぃちゃん

やさしい友達」

２年 迎里 紫帆

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


